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休 日 通 信
団内報

第 12回 -準備号　　BD-00-RC12-00

B  総会報告総会報告総会報告総会報告総会報告

実施日　3月26 日（日）

参加者　6名（少ないっす！次回は皆さん、参加お願いします！）

話し合いの内容

１）演奏会の振り返りと今後の対策

２）演奏会に向けての　事務スケジュール

３）練習計画　　（ML［dimanche　1113 参照）　

→　１）－３）については、「プレ総会」をふまえた資料の通りでOK

　　　＜詳しくは、この団内報と同封で資料を送りますので、読んでね＞

４）パートリーダの確認

→　第11 回と変わるパート

　オーボエ 増尾氏

　トロンボーン 検討中　（暫定窪田氏？）

　チューバ　　 朝比奈氏

　弦楽器はそのまま

　（4/20 時点で、チェロが未定となりました）

５）現状の問題点と、それに対する原因分析・対策

＜問題＞

　練習への参加率が低い

＜原因＞

　１）もともとの参加人数が少ない

　２）雰囲気（帰属意識や団員の交流が浅い）

　３）継続的な活動が見えにくい

　４）練習場所・練習時間

＜対策＞

１）への対策

a)大学新卒者勧誘のため、大学オケに招待状を配るなど、大学オケをターゲットとした広報

活動を行う。

b)演奏会のアンケートに　「参加したい人に連絡先を書いてもらう」

-------------

c)人集めの担当を出来るだけ分散する。（特にVN)

d)現メンバーに広く呼びかけ、人集めを依頼

e)人の集まり状況を逐次報告し、全員が人集め状況を把握できるようにする。

２）への対策

a)少なくともパート内では、面通しを徹底（お互いの顔と名前がわかるようにする）

b)住所入り名簿を早めに作成し、配布　（住所は掲載許諾者のみ）

c)団内報に自己紹介を載せる

d)懇親会（１２回では１回を予定）、合宿（次回以降検討）

e)練習中のコミュニケーションをもっと活発に（トップが率先）

f)トップ同志の打ち合わせをもっと活発に

　→　出来るだけ毎回練習終了後にトップ会を開く

g)出欠確認を行う

３）への対策

これに関連して、ディマンシュを年1回夏に演奏会をやるという「金山オケ構想」が提起され

たが、各方面からの検討の結果、

年1回にすることによるリスクの方が、メリットよりも大きいと判断された。（年一回にするこ

とによって、団員の帰属意識や、人間関係等がますます希薄になってしまう。「継続して活動し

ているオケ」ということが見えないと、団員としての長期的な活動にとってマイナスである）

したがって、第１３回を来年冬　（２－３月を予定）行うことになった。

どのような演奏会にするかは未定です。

（文責：吉田（Cb））

　今号は、久しぶりに「諸連絡の正式な伝達手段」としての団内報です。

第１１回を振り返って、および第１２回へ向けて、総会と運営会議が行われましたが、そこで話

し合われた内容についての御報告です。

B  4 /204/204/204/204/20運営会議報告運営会議報告運営会議報告運営会議報告運営会議報告

＜第1回運営会議＞

　　日時：4月20 日（木）１９：３０－

　　場所：四谷しんみち通りルノアール
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参加者：吉田、守屋、小林、阿部、山部、井藤、藤原、窪田、水留

１）参加者集め状況

　　人事担当吉田氏把握ぶんで、３８名

　　※　その後、オーボエ＋２など、判明してます（4/24 時点）

　　後述のように、今回はますますもって参加費集めが大事なので、

　　各パートごと、できるだけ早くメンバー確定してください。

２）Vc パート

　　前回パートリーダー森さんが今回事情に依り不参加

　　前々回首席の植松氏打診とする（担当：吉田）

３）指揮者、トレーナー、ソリスト

　　金山先生の５月一時期国は不可能　→　５月２１日の合奏は自主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（窪田指揮）

　　大貫先生の都合はまだ連絡つかず。

　　ソリストは、既報のとおり、奥村さん決定。

　　依頼の挨拶をかねて、謝礼などについての詳細打ち合わせ　→　守屋氏担当

４）JW 譜面

　　団の予算で購入　とする（およそ＄２２００）

　　ただし、他団体へのレンタルや転売など、可能な限り団の財政への穴埋めは行う方針で、方

　　法を模索する。

　　譜面購入の参加費への影響を最低限に抑えるための節約は可能な限り行うものとする。

　　具体的な購入方法

金山先生に米国で購入手続きしてもらうのが、最も安価に購入できる方法なので、そうす

る。

金山先生のクレジットカードを使ってもらい、引き落とし前に、こちらから代金を送金す

る。（交渉担当：窪田）

→　従って、参加費前納を推進する。

　　あわせて、著作権料について調査　→　担当：窪田

５）ファンクラブの協力

　　ジョン・ウィリアムス・ファンクラブに、協力依頼中

　　チケットの販売など、やってもらえそう

　　譜面購入問題をクリアにしてから、詳細内容はつめる　担当：窪田

６）その他、広報より

　　・スコア　…　ML での既報どおり、予約部数をまとめる。

　　　　　　　　　２分冊、予価￥３０００と￥１７００ほど

　　　　　　　　　増刷も含め、希望者には必ず渡るようにします

　　・特製CD 　…　これも既報どおり、各パート１枚は用意済み。

　　　　　　　　　CD メディアでの希望者がいれば、作ります。

７）総会報告について

　　団内報として広報が制作、人事担当より、郵送。連休くらいには。

　　送付するもの

　　　　団内報（総会報告、この運営会議報告）

　　　　練習アンケート結果

　　　　総会プレ資料

　　　　練習日程表

８）第１３回について

　　オケ演奏会とする。

　　ティアラの空き状況を確認　担当：守屋氏（結果既報）

　　金山先生スケジュールもきいてみる

　　練習を多く見てもらえる先生が望ましい。

　　　→　誰か、いい指揮者を知っていたら、ご連絡下さい。

　　オケが盛り上がるような企画を募集します！

　　　　例：ロシアからソリストを呼ぶ、音楽教室みたいなのをやる、等

９）練習計画

　　打楽器の参加は、８月１２、１３、１９、２０、本番　の５回とする。

　　（譜面購入などもあるので、予算を抑えるため、予定より一回減少）

以上。

（文責：広報）
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編集後記
　今回は、団の正式な連絡手段としての団内報です。メーリングリストに参加していない方への情報提供と

して制作されました。運営に関するご意見・ご要望をどんどん出して下さい

（わし）


